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東方経済フォーラムニュース

２０１６年６月２７日、www.ria.ru

ロシアと中国はＥＥＦで２件の大型協定を締結する計画
ユーリ・トルトネフ氏 は東方経済フォーラムの過程で極東地域での大型プロジェ
クト開始の２件以上の協定が締結されることを表明した。詳細は打ち明けていない
が、連邦管区大統領全権代表は双方にとってこのプロジェクトが重要であることを
指摘した。http://ria.ru/economy/20160626/1452114839.html#ixzz4Cls1PVWc

 
２０１６年６月２３日、www.minvostokrazvitia.ru

ＥＥＦで漁獲区のインタラクティブなマップをプレゼンし、最初のオークションを
実施する
最高検察庁と極東発展省との参与会合同会議で養殖漁業の発展問題が討議された。
日本海とオホーツク海南部のロシア沿岸の２００万ヘクタール以上の沖合ゾーンが
利用に適しているが、開発されているのは２０万ヘクタール以下である。
極東及びバイカル地域社会経済発展政府委員会の極東漁業コンプレックス発展小委
員会の最初の会議（２０１６年５月２７日開催）の結果として養殖漁業区形成への
アプローチを変更する決定が採用された。これらの漁業区は科学研究の結果で形成
され、インタラクティブなマップに表示され、公開オークションに提示される。最
初のオークションは第２回東方経済フォーラムで行われる。フォーラムではまた極
東養殖漁業区のインタラクティブなマップが提示される。http://minvostokrazvitia.ru/press-
center/news_minvostok/?ELEMENT_ID=4388

 
 

週刊情報ダイジェスト

極東経済発展



2

週刊情報ダイジェスト

極東経済発展

２０１６年６月２２日、www.forumvostok.ru

ＥＥＦではアジアのエネルギースーパーリングプロジェクトが討議される
アレクサンドル・ガルシカ相、ソフトバンクグループ株式会社の孫 正義会長、国際
協力銀行の前田匡史代表取締役副総裁がロシア・日本・韓国・中国の統一エネルギ
ーシステム創設の可能性を討議した。
交渉当事者達は東方経済フォーラム枠でこれを具体的に討議して然るべき協定を
締結するために詳細にプロジェクトを作成する決定を採択した。http://forumvostok.ru/
proekt-sozdaniya-aziatskogo-energeticheskogo-superkoltsa-obsudyat-na-vef/

２０１６年６月２２日、www.forumvostok.ru

極東の投資家用に新プラットフォーム「VOSKHOD」をＥＥＦに向けて立ち上げる
ロシア極東開発基金及び金融市場発展非営利パートナーシップ協会は投資システム
プロジェクト「ヴォスホッド」共同実現の協定に調印した。
新投資システムでは投資家用として各種金融商品の取得が可能となる。第一段階で
は極東発行者の株式及び債券であり、その後には投資家の最大限の可能性拡大のた
めにツール拡張が予定されている。http://forumvostok.ru/novuyu-platformu-dlya-investorov-na-
dalnem-vostoke-voshod-zapustyat-k-vefu/

２０１６年６月２２日、www.forumvostok.ru

極東開発相がインドビジネスをＥＥＦに招待
А.ガルシカ相は在ロシア特命全権インド大使パンカジ・サラン氏と会談し、極東
での両国の協力の将来について討議した。インド大使はロシアとの関係は最近、
質的に新レベルに達したことを指摘した。大使の意見では次のステップは両国の経
済関係の強化になる。http://forumvostok.ru/glava-minvostokrazvitiya-priglasil-indijskij-biznes-na-vef/ 

極東における国家政策
２０１６年６月２５日、www.ria.ru

ロシアと中国が数十件の協力協定を締結
北京への公式訪問の過程でロシアのウラジーミル・プーチン大統領は中国の習近平
国家主席及び他の指導者達と会談を行った。交渉過程での優先的事項は伝統的に経
済分野であり、特にエネルギーでの協力強化問題であった。双方は中国とユーラシ
ア経済連合間の自由貿易ゾーン創設とモスクワとカザンを結ぶ高速鉄道プロジェク
トへの中国の参加を討議した。
交渉の結果、双方は大型協定パッケージに調印したが、これらは宇宙及びエネルギー
からツーリズム及び中国への穀物納入までの協力の各種局面に触れるものである。 
http://ria.ru/world/20160625/1451799581.html
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２０１６年６月２３日、www.kommersant.ru

ロシアと日本が経済協力を通して平和条約へ進む
両国のリーダーであるウラジーミル・プーチンと安倍晋三のソチ会談後となる、露
日間の平和条約締結に関する協議第一ラウンドが東京で行われた。ロシア外務省イ
ーゴリ・モルグロフ外務次官との会談後に、今回の協議ラウンドは非常に実のある
ものだったと、政府代表・日露関係担当大使原田親仁氏が指摘した。彼はまた双方
の合意で交渉過程についての情報をプレスに公開しないことを決定した。「我々は
中国との領土問題に関してロシアが行った交渉態度が理想的案と見なしています。
当時は誰も何も知らされず、その後に突然しかも瞬時に条約が締結されました」こ
とを日本外務省担当者が指摘した。
他 方 イ ー ゴ リ ・ モ ル グ ロ フ 外 務 次 官 は 、 平 和 条 約 テ ー マ の 次
回 の 会 談 は ウ ラ ジ オ ス ト ッ ク の 東 方 経 済 フ ォ ー ラ ム へ 安 倍 晋
三 首 相 が 訪 問 す る ま で に 実 施 す る よ う 努 力 す る と 語 っ て い る 。 
http://www.kommersant.ru/doc/3019563

２０１６年６月２３日、インタファックス

自由港制度を極東の全ての重要港に適用
ウラジオストクで導入される自由港制度を極東地域の５つの地方自治区にも適用す
ることをアレクサンドル・ガルシカ相が語った。「第二の決定審議で下院がウラジ
オストク自由港の効力を沿海地方のラゾ地区、ハバロフスク地方のワニノ地区、カ
ムチャツカのペトロパブロフスク・カムチャツキー都市区、サハリンのコルサコフ
地区、チュコトのペヴェク都市区に適用される法律を採択しました」とガルシカ相
が報じた。
これらの地区は既に現行港を持っていて、自由港制度のお陰で発展への新しい刺激
を得ることになる。ガルシカ相はまたこの法律の最終第三審議及び連邦会議への提
出は６月２４日に予定されることを付け加えた。
  http://www.interfax-russia.ru/FarEast/news.asp?id=738068&sec=1671

２０１６年６月２２日、インタファックス

トルトネフ氏：国家は漁船第一ロット建設のリスクを負う必要がある
「国家が船舶第一シリーズ建設の全リスクを負う必要があり、これを投資家に課す
ることは出来ません。間接費用、生産創設費用等を負担することになります」とト
ルトネフ氏が言及している。結果として「投資家には船舶の純コストが残るが、こ
れは韓国、中国又は米国より高額であってはなりません」。「残りの全てを我々が
産業貿易省プログラム、特恵クレジット及び他の金融ツールによって支払います。
これにより我々は投資家と討議することができます」とトルトネフ氏が語ってい
る。http://www.interfax-russia.ru/FarEast/main.asp?id=737573
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２０１６年６月１７日、タス通信

政府は極東連邦管区のプロジェクトのインフラストラクチャーに２００億ルーブル
を拠出する決定を７月に行う
極東のもう６件の投資プロジェクトがインフラストラクチャー発展への総額２００
億ルーブルまでの国家補助金を受けることができる。投資家への予算資金提供の決
定は7月に採択されることをアレクサンドル・ガルシカ相が語った。
「 現 在 、 こ れ は ６ 件 の 投 資 プ ロ ジ ェ ク ト （ 投 資 額 は １ ８ ０ ０ 億 ル ー ブ ル
以 上 ） で 、 予 算 補 助 金 額 は ２ ０ ０ 億 ル ー ブ ル で す 。 ６ 月 末 に 小 委 員 会 が
開 か れ 、 全 て が 公 開 さ れ ま す 」 と ガ ル シ カ 相 が 語 っ た 。 国 家 補 助 金 を
狙 っ て い る の は 資 源 開 発 と ロ ジ ス チ ッ ク 分 野 の プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 
http://tass.ru/pmef-2016/article/3377088

極東の経済
２０１６年６月２３日、www.ria.ru

７月１日から投資家は極東での新特恵を取得
７月１日から極東の投資家用の新しい税金特恵を設定する法律基準が運用開始さ
れる。これは 資源採取税の特恵に関するものである。収益税特恵を利用できるの
は来年の１月１日からである。組織の収益税及び資源採取税の特恵有効期間は１
０年である。しかも算入されるのは２０１３年１月１日後に行われた投資である。 
http://ria.ru/economy/20160623/1449793109.html

２０１６年６月２０日、「グドック（汽笛）」

ウラジオストク自由港の駐留企業がナホトカ経済に４０億ルーブル以上を投資
９社が（株）ロシア極東開発公団と然るべき協定に調印した。５年の期間中に駐留
企業は新生産設備の創設と既存生産設備の近代化に４２・３億ルーブルを投入し、
４８８人の雇用口を創出する考えである。駐留企業ステータスを得た会社は第一に
輸送ロジスチック分野を発展する意向。OJSC「Kaskad」は屋内倉庫を含むコンテ
ナー処理及び保存用のドライ・ポー」を創設する。初期投資額は１０００万ルーブ
ルとなる。現在すでにサイト形成措置が行われ、装置納入協定が調印されている。 
http://www.gudok.ru/news/infrastructure/?ID=1340892

２０１６年６月１８日、タス通信

極東の２５分野で５万人以上の新雇用口が創出される 
このことを極東人的資本発展機関ワレンチン・チマコフ総裁が報じた。「将来には
我々は造船、養殖漁業、農業技術改良策、サービス、ツーリズム、石油精製及び一
連の他の方面の２５分野で５万人の新雇用口が予想されます。既存変更枠で実際に
は新経済である１２の優先発展区域、ウラジオストク自由港、投資プロジェクトが
創設され、我々はすでに今年中に極東地域に発生する６千人の新雇用口創出につ
いて確実に語ることができます。これは１６の新工場、来年の４１の新工場及び２
万人以上の雇用口が創出されます」と語っている。チマコフ総裁が報じるところで
は、今年は極東からの住民移転が初めて停止したことが記録されている。http://tass.ru/
pmef-016/article/3379909
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極東発展を目指す新い措置：成功の実例
 
２０１６年６月２３日、www.rueconomics.ru

大量の中国人ツーリストが新橋通ってブラゴベシチェンスクへ押し寄せる
ブラゴベシチェンスクと中国の黒河市間のアムール川経由の橋とロープウェイ建設
プロジェクト、並びにレクリエーション・ツーリストゾーン「Golden Mile」創設に
よりアムール州への中国からのツーリスト数が年間7万人から１００万人まで増加す
る。このことを沿アムール対外経済関係・ツーリズム及び企業活動相イーゴリ・ゴ
レヴォイ氏が語った。
イーゴリ・ゴレヴォイ氏が報じるとことでは連邦及び地方自治の指導部は国境のイ
ンフラストラクチャーの近代化、特にツーリストの短時間通過のための施設建設及
び既存税関基準の改善に取り組む必要がある。http://rueconomics.ru/180774-po-novomu-mostu-
v-blagoveshchensk-hlynut-potoki-kitaiskih-turistov

２０１６年６月２２日、www.ria.ru

ウラジオストク自由港がもう２名の投資家と協定を締結した
ロシア極東開発公団は会社「ポリメル・コンプレックス」及び「ヴォストクプロム
スナスチ」と総額４２００万ルーブル以上の投資協定を締結した。「ポリメル・コ
ンプレックス」は梱包生産を営む既存企業である。会社は韓国から高額装置を、税
関フリーゾーン制度を利用して搬入する計画。
「ヴォストクプロムスナスチ」は漁具生産実施プロジェクトの実現を行っている。
ショップは最低量の廃棄物を出す漁網生産を行う。原料は国内メーカーから購入す
る計画。http://ria.ru/economy/20160622/1449588618.html#ixzz4CUtH8ZwI

２０１６年６月２０日、www.eastrussia.ru

岩綿断熱材生産工場が「ハバロフスク」優先発展区域で最初の一プロジェクトとし
て稼働開始
「現在、工場では運転前試験運転が行われていて、些細なニュアンスが残っていま
すが、８月には公式に生産オープンする計画であります。我々の工場は『ハバロフ
スク』優先発展区域の『ラキトノエ』というサイトで最初のプロジェクトとなりま
す」ことをセルゲイ・コレスニコフ社長が語った。
プロジェクトへの投資額は１８・６億ルーブルとなり、会社は２０２０年にサイ
トにもう一つの押し出し法ポリスチレン・フォーム生産工場を９・６８億ルーブ
ルで建設する計画。この建設は２０１９年に開始され、２年の建設期間で、工場
の年間断熱材生産量は３０万m3が予定される。最初のプロジェクトの投資回収期
間は８年、二番目のプロジェクトでは９年になる。http://www.eastrussia.ru/news/zavod-po-
proizvodstvu-teploizolyatsii-iz-bazaltovoy-vaty-zarabotaet-v-tor-khabarovsk-odnim-iz-pervykh/

２０１６年６月２０日、www.dv.land.ru

カムチャツカで国際ヨット港の建設が開始された
「第一段階が開始されました。今年度の作業リストには港管理ビルの改修がありま
す。冬季のヨット及び小型舟艇の保管用船架の準備です」とカムチャツカ地方開発
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公団のウラジーミル・スラブカ報道官が語った。
現在、公団は未来の国際港の自己案を作成し提出してくれる専門家を探索中であ
る。地域案ではヨット及び小型舟艇の１５０船用波止場、保守及び保管用スペー
ス、ツーリスト会社及び土産品ショップ用ビジネスゾーン、展示センター及び博物
館、並びにツーリスト及び地元民の散歩ゾーンが予定される。レストランとホテル
建設の可能性も討議される。将来にはヨット港の隣に「カムチャツカ」優先発展区
域プロジェクト実現枠で、巡航客船用の停泊場所が登場する。http://dv.land/news/7295


